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お 知
ら
せ

募
集
募
集

三
野
町
梅
の
里
づ
く
り
の
会

　
　
　
　
　
　
　
会
員
募
集

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

自
衛
官
採
用
試
験

E
-m
a
il：
m
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o
-jig
y
o
u
@
c
ity
.

m
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o
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三
野
町
梅
の
里
づ
く
り
の
会
で

は
、
三
野
町
大
見
の
弥
谷
山
ふ
れ

あ
い
の
森
公
園
内
の
斜
面
に
南
高

（
な
ん
こ
う
）
梅
の
苗
木
約
１
２

０
本
を
植
え
、
梅
の
加
工
や
観
梅

の
ス
ポ
ッ
ト
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
ま
だ
梅
の
木

が
小
さ
い
た
め
、
草
刈
等
の
作
業

が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大

き
な
梅
の
実
が
採
れ
始
め
て
い
ま

す
。
立
派
な
梅
園
づ
く
り
の
た
め

に
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
特
に
若
い
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　
随
　
時

◆
対　

象

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

　
目
的
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方

◆
会　

費

　
年
間
１，
０
０
０
円

　（
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
三
野
町
梅
の
里
づ
く
り
の
会

　
　
事
務
局

　（
三
野
支
所
事
業
課
内
）

　
☎
７３
・
３
１
１
３

　
子
ど
も
は
、
あ
た
た
か
い
家
庭

で
愛
さ
れ
大
切
に
育
て
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
健
や
か
に
成
長
し

て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
親
の
病

気
や
離
婚
、
児
童
虐
待
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
的
な

ぬ
く
も
り
を
求
め
て
い
る
子
ど
も

が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も

を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
親

身
に
な
っ
て
愛
情
と
誠
意
を
も
っ

て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
「
里
親
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
児
童
に
、
週
末
や
休
暇

期
間
中
な
ど
に
、
短
期
間
、
家
庭

生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う
週
末
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

け
る
家
庭
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
）
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
７
７
（
２
４
）
３
１
７
３

◆
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
観
音
寺
募
集
事
務
所

　
☎
２５
・
６
１
２
２

２００６技能五輪＆アビリンピック inかがわ

区　分

自衛隊生徒

２等陸海空士

中学卒業（見込み含む）の

１７歳未満の男子

１８歳以上２７歳未満の

男子

受け付け時に

お知らせします

１次　平成１９年１月１３日

２次　平成１９年１月２６日
　　　　　　　　～２９日

平成１８年１１月１日～

　　　　平成１９年１月９日

随時受け付け

応　募　資　格 受　　　付 試　験　日

平成19年版農業日誌等　予約受付中

販売価格（消費税込み）

第４４回技能五輪全国大会・第２９回全国障害者技能競技大会

申し込み期限

▼
▼

競技日

・技能五輪

▼

１０月１０日（火）

申し込み▼

問い合わせ▼

各支所事業課

（申込書は事業課にあります。）

農林水産課　☎６２－１１２８

または各支所事業課

※日誌等の受け渡しは１１月下旬または
　１２月の初旬に、代金と引き換えになります。

定　価

農業日誌　　　　Ｂ６判

ファミリー日誌　Ｂ５判

新農家暦　　　　Ａ５判

１,５４０円

〃　

４８０円

１,４００円

〃　

３３０円

予約特価
　「未来へと　技のかけ橋　香川から」をスローガンのもとに、１０月

に第４４回技能五輪全国大会と第２９回全国障害者技能競技大会（アビリ

ンピック）を、高松市を会場として開催します。

　技能五輪全国大会は、２３歳以下の技能者が、機械組み立てや建具、

洋菓子製造など４５職種で、またアビリンピックは、障害のある方々が

木工や歯科技工、ワード・プロセッサなど３２職種で技の日本一を競う

大会です。両大会を通じて、ものづくりの大切さや障害者雇用等への理

解を深めていきます。

　各会場には見学スペースを設けており、自由に見学できます。また、

競技と併せて、ものづくり体験や障害者雇用への理解を深めていただく

イベントも開催します。多くの方々のご来場をお待ちしています。

　１０月２１日（土）・２２日（日）

・アビリンピック

　１０月２８日（土）

会　場

サンメッセ香川、サンポート高松、
高松市総合体育館ほか

▼

入場料

無料

▼

問い合わせ ２００６技能五輪＆アビリンピックinかがわ推進協議会事務局▼

☎０８７（８３２）３３７３

（アビリンピック）を開催！
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講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

情
報
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

相
談
相
談

社
会
保
険
出
張
相
談

無
料
労
働
相
談
会

「
も
っ
と
ス
テ
キ
な
私
に
な
る
」

　
　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
開
催

『
＋
１
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
＠

み
と
よ
』

E
-m
a
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fo
@
m
a
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r.jp

E
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a
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@
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a
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”

”

“

“

※
全
コ
ー
ス
要
予
約

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
５６
・
2
6
4
5

　
自
宅
で
働
く
　
　
も
っ
と
地
域

で
輝
く
　
を
テ
ー
マ
に
、
テ
レ
ワ

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
第
２
弾
を
開
催
。

　
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
カ
フ
ェ
＠
み
と

よ
」
あ
な
た
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日　

時

　
１０
月
２１
日
（
土
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

◆
場　

所

　
イ
ン
パ
ル
み
の

◆
講　

師

　
S
O
H
O
企
業
支
援

　
　
オ
フ
ィ
ス
カ
ー
ム
ほ
か

◆
参
加
費

　
１，
０
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
５６
・
２
６
４
５

　
８
月
か
ら
高
瀬
支
所
で
社
会
保

険
出
張
相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
日
頃
、
年
金
等
で
お
聞
き
に
な

り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

社
会
保
険
事
務
所
職
員
等
が
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　
１０
月
２５
日
（
水
）

　（
毎
月
第
４
水
曜
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
　

◆
場　

所
　

　
高
瀬
支
所
３
階
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
社
会
保
険
事
務
局

　
　
善
通
寺
事
務
所
 
給
付
課
　

　

☎
０
８
７
７
（
６
２
）
１
６
６
１

　
香
川
県
と
香
川
労
働
局
で
は
、

解
雇
、
退
職
、
賃
金
未
払
い
、
労

働
条
件
の
引
下
げ
等
の
労
使
関
係

上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
弁
護

士
等
に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時

　
１０
月
２８
日（
土
）・
２９
日
（
日
）

　
正
午
〜
午
後
４
時

◆
場　

所

　
J
R
高
松
駅
２
階（
改
札
口
上
）

◆
対
象
者

　
県
内
の
事
業
者
に
お
勤
め
の
労

　
働
者
、
使
用
者

◆
相
談
員

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

◆
費　

用

　
無
　
料

◆
問
い
合
わ
せ

　
香
川
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
７
（
８
３
２
）
３
７
２
１

日　時▼

場　所▼

１０月２２日（日）

三豊市防災学習会三豊市防災学習会

午前９時～正午

高瀬町農村環境改善センター　大ホール

申し込み期限▼ １０月１１日（水）　午後８時まで

参加費▼ 無　料

申し込み・問い合わせ▼

氏名、住所、連絡先を明記し、はがきまたはFAXで下記

までお申し込みください。

参加対象者▼ 中学生以上の三豊市在住者１００名程度

内　容▼ 講演：講師　杉本　卓司氏

ＤＩＧ（災害図上訓練）

ハザードマップ発表

～あなたの守りたい人はだれですか？～

〒７６７－００１１　三豊市高瀬町下勝間２３７３番地

教育委員会事務局　生涯学習課　図子

☎７３－３０１３　ＦＡＸ７２－１１９８

コース名 日　程 時　間 受講料場所
　
　
　

ま
た
は
イ
ン
パ
ル
み
の

三
野
町
は
ぐ
く
み
工
房

①中高年のための
　パソコン入門

②らくらく家計簿

③やさしいワード

④さくさく年賀状
　作成

消 防 だ よ り
三観広域北消防署　☎７２－２１１９

地震が発生した時、避難をする時の
　　　　　　　　出火防止の注意点

　地震が起きた後、避難などで家をあける

時は、次の事に注意しましょう。

１．通電火災を防ぐ

　　地震により倒れたままの電気器具が停

　電復旧後に通電して火災が発生する場合

　があります。電気のブレーカーを一旦遮

　断し、できれば電気器具のコンセントを

　抜いて避難しましょう。

２．ガス漏れを防ぐ

　　地震による大きな揺れを感知した場合、

　自動的にガスの供給を停止するマイコン

　メーターの設置が進んでいますが、念の

　ためガスの元栓を締めて避難しましょう。

　また、プロパンガスボンベは転倒防止の

　ため、チェーン等で固定するなど、ふだ

　んからの対策に努めましょう。


